
第6章介護支援専門員調査

第6章介護支援専門員調査

1 .回答者の属性

(1 )性別、年齢

閉1 あなたの性別は。

間2 あなたの年齢は。〈平成25年 10月 1日現在〉

会休
(N=805) 「20歳代(n=10) 

30歳代

(n=156) 

2 40歳代
酢 (n=258)
jjlJ 

L印

(n=277) 

60歳代以上

(n=95ω ) 

【性別×年齢別】

「・男性 園女性

0% 20覧 40% 

【年齢】

ロ無回答 コ
ーーーーー「

究万里~

1.4 

0.0 

。。

0.4 

0.4 

1.1 
百q//////////////////////H//////M欄 1

60拡 80覧 100覧

ロ40歳代田50歳代 ['360歳代以上ロ無回答

全体
(N=805) 

0覧 20% 40% 

1.1 

60% 80% 100% 

介護支援専門員は、女性が 84.7%と多く、特に 50歳代以上で 90%を超えている。年齢別では 50歳

代が 34.4%、40歳代が 32.0%と、それぞれ30%台を占めている。
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(2)介護支援専門員歴

間3 あなたが介護支援専門員として働き始めてから何年ですか。 (0は1つ〉

【介護支援専門員歴×年齢別】

.1年未満 図 1年以よ2年未満 ロ2年以上3年未満

園 3年以上6年未満 白6年以上 ロ無回答

h9.7膨 97829.4::麗 盤石:5量置V全体
(N=805) 

(n=10) 
60.0 ~30.0~‘ 10.0 :1 0.0 

30歳代
. 13.5・E勿:a15.4勿矧 18.6 31.4 '，:'.::，日:-21.2:.. ;ーへ'::'.:.・.¥10.0

(n=156) 
年

40歳代
齢 -・13.2・.æ9 .3~山 :: 11 . 6:::::"露23.6菌麗留軍'.::.. :':~ .. :' .. :: .. :':~ .. :'.< .. :'，::":'.・':.:'，ご.. :-:42.2.・.γ.:..>:i.. :..>;.:.':..>?':..'.j 0.0 
見。 (n=258) 

L ~嚇 ) I同7fa7.2葱4.0闇闇22.7輔磁器 山 出 向 渇 1.0':.. ;::";-': .. ;.乙人九へ人にく110.4 
n=277 

60歳代以上 H民iA~四4.2置量16.8置置::::::.ふ7ふん三以以お}/:;.:¥:7.1. :6\.):}::-:弘之.::::.~.:弓ぷ日必必j 0.0 (n=95) 
3.2 

0% 20弛 40% 60覧 80% 100覧

介護支援専門員の経験年数は、f6年以上Jが47.1%で最も多く 、次いで、f3年以上6年未満Jが23.5%

を占めている。

年齢別にみると、年齢が高くなるにつれて f6年以上jが上昇し、60歳以上では70%を超えている。
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(3)介護支援専門員として働き始めて何ヵ所目の事業所か・移った理由

問4 あなたが現在勤めている居宅介護支援事業所は、介護支援専門員として働き始めて伺力所目

の事業所ですか。

【間4でr2ヵ所目J以上と答えた方にうかがいます】

問4-1 現在、勤務している事業所に移った理由は何ですか。(0は1つ)

全体

(N=805) 

全 体

(n=279) 

【介護支援専門員として働き始めて何ヵ所目の事業所か】

0% 

0% 

.1カ所目 図 2カ所目 ロ3カ所目 Rl4ヵ所目以上

20% 40弛 60拡 80覧

【移った理由】

-あなた又はあなたの家族の都合(転居、通勤の関係など)

E現在の事業所関係者からの誘い

ロ現在の事業所の勤務条件

園前の事業所の運営方針への不満

也その他

ロ無回答

20弛 40% 60拡 80% 

100覧

。。

100% 

介護支援専門員として働き始めて、r1ヵ所目Jの事業所と回答した人は 64.2%と最も多く、次いで

f2ヵ所目Jは22.1%となっている。

事業所を移った理由は、「あなた文はあなたの家族の都合(転居、通勤の関係など)J、「前の事業所の

運営方針への不満Jがともに 24.4%を占め、次いで「現在の事業所関係者からの誘いJが 14.3%、「現

在の事務所の勤務条件Jが 13.6%となっている。
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(4) 介護支援専門員以外で取得している資格

間5 あなたが介護支援専門員以外に取得している資格などは何ですか。 (0はいくつでも〉

【介護支援専門員以外で取得している資格】

0% 20% 40" 60覧 80% 

ーーーーー、

介護福祉土膨協沼m館第m移m務勿m揚揚25勿0勿務筋筋努勿~54.7
看護飾 25.0 

社会福祉士

准看護師

歯科衛生士

栄養士(管理栄養士を含む)

保健飾

精神保健福祉士

医師 0.9 

作業療法士 0.6 

助産飾 0.5 

理学療法士 0.5 

歯科医師 0.0 

薬剤師 0.0 

視能訓練士 0.0 

義肢装具土 0.0 

言語聴覚土 0.0 

あん摩マッサージ指圧飾 0.0 

はり飾 0.0 

きゅう飾 0.0 

柔道整復飾 0.0 

その他 努勿~9.9

無回答

全体(N=805)

介護支援専門員以外で取得している資格は、 「介護福祉士Jが 54.7%で最も多く、次いで「看護師J

が 25.0%となっている。
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(5)勤務形態・兼務内容・従事時間

問6 あなたの勤務形態は次のうちどれですか。(0は1つ〉

【問6でr2.Jかr4. Jと答えた方にうかがいます】

問6-1 どのような業務を兼務していますか。 (0はいくつでも)

問6-2 一週間のうち、 居宅介護支援に従事する時間は平均どれくらいですか。

【勤務形態】

ー 常勤専従図常勤兼務ロ3糊専従 困問兼務ロ無回到

全体

(N=805) 

。%

管理・事務業務

医療系サービス

相談業務

介護サービス

その他

無回答

20% 

O覧

.1-8時間

全体

(n=224) 

0% 

自 25-32時間

20覧

40弛 60拡

【兼務内容】

20覧 40拡

【従事時間】

図9-16時間

包 33時間以上

40% 60拡

80拡

60% 80覧

55.4 

全体(n=224)

ロ17-24時間

口無回答

80拡

100覧

100% 

勤務形態では、「常勤 ・専従jが58.6%、「常勤 ・兼務Jが25.7%で、『常勤』が84.3%を占めている。

常勤 ・非常勤にかかわらず兼務している人の業務内容は 「管理 ・事務業務j が55.4%で最も多く 、次

いで 「医療系サービス」が 20.1%となっている。

一週間のうち、居宅介護支援に従事する平均時間は、 fl"-'8時間Jが24.6%で最も多く、 次いで f33

時間以上Jが21.9%となっている。
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(6)事業所の法人種別 ・介護支援専門員の人数

問7 あなたが所属している居宅介護支援事業所の法人種別などは何ですか。 (0は1つ〉

間8 あなたが所属している居宅介護支援事業所には、あなたを含めて何人の介護支援専門員がい

ますか。

全 体
(N=805) 

0% 

【事業所の法人種別】

-社会福祉法人

図医療法人

ロ社団法人・財団法人

自営利法人・民間企業(株式会社、有限会社など)

回特定非営利活動法人(NPO法人)

図消費者生活協同組合

ロその他

ロ無回答

20拡 40% 60% 100% 

事業所の法人種別をみると 、「営利法人・民間企業(株式会社、有限会社など)Jが 34.7%で最も多く 、

次いで、 「医療法人Jが 20.9%となっている。

全体
(N=805) 

【事業所の介護支援専門員の人数】

日1-3入 園内人 一入 国 10人以上 ーロ無回司

-・E丑・・膨後務後多額 1.6 

0% 20覧 40% 60覧 80拡 100% 

所属している事業所の介護支援専門員の人数をみると、f1 "'" 3人jが 38.3%、f4 "'" 6人Jが 30.9%

と、6人以下が約7害IJを占めている。
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2.ケアマネジメントについて

(1 )給付管理件数

【以下の股間(間9.....閏 16-1)は平成 25隼 10月の状況について蓄えてください】

間9 あなたが給伺管理を行つだケース〈利用者が10月にサービスを利用し、介護報酬の対象と

なったケース〉は伺件ですか。

【給付管理件数×勤務形態別】

恒い9件図 20~3釧牛 ロ 40~59件 自問以上 ロ無回空J
全体

31.9 ヨ勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿a53.5a銘銘銘勿銘銘銘銘勿勿矧4.8盤7.6国 I2.1 
(N=805) 

「 常 勤 靴
(n=472) 

-・・・20.1・・・E勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿a62.1勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿揚4.4瞳 11.0盟 12.3

動 常勤・兼務 0.5 務 (n=207) 
形 .0 

態 非常勤・専従
4.0 

見IJ (n=99) 

L非常勤兼務
(n=17) 

88.2 ~11.8W)l 0.0 

v.uu.U 

0% 20弛 40% 60覧 80覧 100% 

平成 25年 10月の一人当たりの給付管理件数は 27.3件(平成 22年 9月の件数 24.6件)となってい

る。

勤務形態別にみると、常勤専従は一人当たり平均 31.8件(平成 22年 9月の件数 28.6件)、常勤兼務

は 17.2件(平成22年 9月の件数 18.8件)、非常勤専従は 31.0件(平成22年9月の件数 16.0件)、非常

勤兼務は 7.8件(平成 22年 9月の件数8.3件)となっている。
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(2)サービスの種類及び利用者件数

問 10 現在居宅サービス計画に位置づけているサービス種類及び利用者件叡はどれくらいですか。

当てはまるサービスの番号をOで囲み、件数を記入してください。 (0はいくつでも〉

【サービスの種類及び利用者件数】

0百 20% 40覧 60% 80% 100% 

(介護予防)訪問介護

(介掻予防)福祉用具貸与

(介護予防)通所介護

(介護予防)iI所リハビリテーション

(介護予防)訪問看護

(介積予防)居宅療養管理指導

(介護予防)短期入所生活介護

(介護予防)福祉用具購入

住宅改修

(介護予防)訪問リハビリテーション

(介護予防)訪問入浴介護

(介護予防)短期入所療養介護

(介護予防)認知症対応型通所介護

夜間対応型訪問介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

{介護予防)小規緩多機能型居宅介護

その他の居宅サービス

無回答

90.9 

全体(N=805)

居宅サービス計画に位置づけているサービスの種類及び利用者件数では、 r(介護予防)訪問介護Jが

90.9%と最も多く、次いで r(介護予防)福祉用具貸与j が88.7%、r(介護予防)通所介護Jが88.2%

と、いずれも 80%を超えている。
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第6章介護支援専門員調査

(3)不足していると思うサービス

問什 現在あなたが担当しているケース(利用者〉について、居宅サービス計画を作成する上で、

不足していると思うサービスは何ですか。ケース毎に要介護度と不足していると思うサービ

スを下記の選択肢から選び、該当する番号を記入してください。

【不足していると思うサービス×要介護度別】

、，

紡 紡 訪 通 通 短 短 福 住 定 夜 認 そ 無

間 悶 間 所 所 期 期 祉 宅 規 期 間 女官 (J) 回
凪 介 看 リ 介 リ 入 入 用 改 綴 巡 対 症 他 答
答 言華 官襲 ノ、 ~ ノ、 所 所 兵 修 多 回 応 対

数 ピ ピ 生 電降、 貸 機 型 応
リ リ 活 養 lJ 能 訪 型

ア ア 介 介 型 問 通
2華 議 居 介 所

‘ノ シ 奇{ニ 議 介
ヨ ヨ 介 議
ン / 音量

全体
1，232 311 173 112 340 230 240 83 82 36 33 47 35 30 52 。
100.0 25.2 14.0 9. 1 27.6 18. 7 19.5 6. 7 6. 7 2.9 2. 7 3.8 2.8 2.4 4.2 0.0 

要支援1 217 22.3 9.8 6.6 25.7 17.9 8.8 2.2 4.0 3.0 2.0 0.9 1.2 o. 7 1.9 0.0 
嬰支援2 197 13.6 9. 7 4.6 21. 3 15. 1 9.3 2.8 4.2 2.4 2.9 0.5 0.8 0.8 2.2 0.0 
重要介護 1 307 37.7 17.4 9.2 45.8 27.9 21. 0 6.0 6.5 2.8 3.5 4.4 2.2 3.2 1.9 0.0 
要介護2 206 21. 3 11. 1 7.8 18. 7 15.5 16.0 5. 7 4.5 1.9 1.9 3.8 1.5 2.3 1.5 0.0 
製介護3 156 13.2 6.6 6.1 10.6 8.4 15.3 6. 7 2.3 0.8 0.8 2.2 1.3 1.8 2.8 0.0 
要介護4 78 6.7 3.2 2.8 5.4 4.9 8.4 4.1 1.2 0.2 0.4 1.0 0.9 0.8 o. 7 0.0 
要介議5 71 3.7 3.7 3.6 2.4 2.4 6.6 4.5 0.7 0.3 0.4 1.1 1.3 0.3 1. 1 0.0 

給付管理を行っているケース (21，485件)のうちサービスが不足しているケースは 1，232件で、全体

の5.7%となっている。不足していると思うサービスは 「通所介護Jが27.6%で最も多く、次いで「訪

問介護Jが25.2%となっている。

要介護度別にみると、要介護 1で 「通所介護j が45.8%、「訪問介護Jが37.7%と、他と比べて高く

なっている。その他、 「短期入所生活介護Jでは要介護2、3でも、他の要介護と比べて高くなってい

る。
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(4) 保険外サービスを組み合わせたケアプランの状況

問 12 市の福祉サービス、ボランティアなどの保験外サービスを組み合わせて作成したケアブラ

ンはありますか。あればその件叡ち記入してください。(0は1つ〉

【保険外サービスを組み合わせたケアプランの状況】

「・ある

20覧

固ない ロ無回答 ソ
物 11.2 i

60% 80% 100拡

-FM
山
山
口』

山山

E
U
 

n
u
 

体
一
↓

全

例

40首

• 【保険外サービスと組み合わせてケアプランを作成した件数】

.1-5件 図6-10件 む11-15件

111 16-20i'牛 回21件以よ ロ無回答

全体
(n=592) 

2.50.2 
。% 20% 40覧 60也 80覧 100拡

保険外サービスを組み合わせて作成したケアプランは合計 2，564件で、全体 (21，485件)の 11.9% 

となっている。

ケアマネジャー全体 (805人)の 73.5%(592人)が保険外サービスと組み合わせてケアプランを作

成したと回答しており 、保険外サービスと組み合わせてケアプランを作成したケースはfなし、Jが 15.3%

(123人)となっている。

また、保険外サービスと組み合わせてケアプランを作成した件数は、r1 ""-' 5件Jが57.8%、r6 ""-'10 

イ牛Jが 18.8%で、一人当りの件数は 5.1件となっている。
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(5)組み合わせた保険外サービスの種類・今後充実が必要なサービスの種類

【間 12でr1. Jと答えた方にうかがいます】

間 12-1 そのサービスの種類は何ですか。該当するものの番号をOで囲み、まだケースの件数

ち記入してください。 (0はいくつでも〉

問 12-3 現在不足しており、今後充実が必要と思うサービスは何ですか。 (0はいくつでも〉

【組み合わせた保険外サービスの種類】

0% 20拡 40% 60拡 80% 100覧

緊急通報システム

配食サービス

おむつサービス

ボランティア、 NPO、企業などが行う保険外サービス

緋価高齢者ネットワーク(登録制度、銀索システム)

声の訪問

ふれあいサロン

寝具洗濯乾燥消毒サービス

その他

無回答

【今後充実が必要なサービスの種類】

72.6 

全体(n=592)

0覧 20覧 40覧 60% 80覧 100弛

ボランティア、 N問、企業などが行う保険外サービス級協物語援物語器援物 57.4

ふれあいサロン路銘銘銘矧 18.4

配食サービス脇~18. 1

緋価高齢者ネットワーク(受録制度、後索システム)隊努矧 13.5

おむつサービス協矧 7.8

緊急通報システム協a:l7.3

声の訪問

寝具洗濯乾燥消毒サービス

その他

無回答 24.3 

全体(n=592)

組み合わせた保険外サービスの種類は 「緊急通報システムjが72.6%で最も多く、次いで「配食サー

ビスJが48.5%、「おむつサービ、スJが47.0%となっている。

今後充実が必要なサービスの種類では、「ボランティア、 NPO、企業などが行う保険外サービスj

が57.4%で最も多くなっている。

-243-



平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

(6) ケアプランで組み合わせた保険外サービスの内容

【間 12-1でrs.Jと蓄えた方にうかがいます】

間 12-2 ケアプランで組み合わせた保験外サービスの内容は何ですか。 (0はいくつでも〉

【ケアプランで組み合わせた保険外サービスの内容】

外出の手助け(付添・介助・送迎など)

草取り・庭木の努定

掃除

ごみ出し

買い物

話し棺手

食事の準備・調理・後始末など

家の中の簡単な修理や電E車交換など

洗濯

その他

無回答

O覧 20% 40% 60% 80覧

ーーーーーー、

37.5 

会体(n=208)

ケアプランで組み合わせた保険外サービスの内容は、「外出の手助け(付添・介助・送迎など)Jが 37.5%

で最も多く、 次いで 「草取り・庭木の勢定Jが 26.9%で続いている。
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(7)今後充実が必要なサービスの内容

【間 12-3でrs.Jと答えた方にうかがいます】

第6章介護支援専門員調査

間 12-4 今後充実が必要な保隙外サービスの具体的な内容は何ですか。 (0は3つまで)

【今後充実が必要なサービスの内容】

O拡 20% 40拡 60% 80% 

外出の手助け(付添・介助・送迎など)

話し相手

ごみ出し

家の中の簡単な修理や電E車交換など

買い物

草取り・庭木の努定

食事の準備・調理・後始末など

掃除

洗濯

その他

無回答

ーーーーーー、

67.9 

会体(n=340)

今後充実が必要な保険外サービスの具体的な内容は、「外出の手助け(付添・介助・送迎など)Jが67.9%

で最も多く、次いで「話し相手Jが49.1%、「ごみ出しJが45.6%で続いている。
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平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

(8 )介護サービス受給者に必要な「見守りJサービス

問 13 介護サービス受給者の場合、どういった「男守りJサービスが必要だと思いますか。

(0はいくつでも〉

【介護サービス受給者に必要な「見守りJサービス】

近隣住民の見守り

民生委員による見守り

緊急通報システム

民間の見守りサービス(警備会社、機帯電話等)

酉E食サービス

声の訪問

不要

無回答

。覧 20覧 40覧 60時 80弧 100覧

ーーーーーー、

全体(N=805)

介護サービス受給者に必要な「見守り j サービスは、「近隣住民の見守りJが 79.8%で最も多く、次

いで「民生委員による見守りJが 51.4%となっている。
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第6章介護支援専門員調査

(9) 今後充実させるといいと思う「見守りJサービス

間14 どういつだ「見守りJサービスを今後充実させるといいと思いますか。 (0は2つまで〉

【今後充実させるといいと思う「見守りJサービス】

近隣住民の

訪問による見守り(無料)

近隣住民の外から

様子を伺うさりげない見守り(無料)

市の和IU主として訪問員が

訪問する見守り(一部有料)

ゴミ収集や宅配など他の

サービスを利用しての見守り(有料)

電話やメールの

やり取りを行う見守り(有料)

その他

無回答

0首 20目 40覧 60% 80覧

53.3 

全体(N=805)

今後充実させるといいと思う 「見守りJサービスは、 「近隣住民の訪問による見守り(無料)Jが53.3%、

次いで「近隣住民の外から様子を伺うさりげない見守り(無料)Jが47.7%で続いている。
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平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

(10)在宅での生活が困難なケースの発生状況

問 15 在宅での生活が困難なケースはありますか。あればその件数ち記入してください。

(0は1つ〉

【在宅での生活が困難なケースの発生状況】

全体

(N=805) 

巳・ある 固ない

。% 40弛 60% 

• 【在宅での生活が困難なケース件数】

.1-5件

111 16-20i'牛

図 6-10件

図21件以よ

ロ無回答

80覧

む 11-15件

ロ無回答

100% 

全体
(n=421 ) 巳二二二亙二二二二組3.3 

包姐LJ
0.50.20.0 

。% 20% 40弛 60拡 80覧 100拡

在宅での生活が困難なケースは合計947件で全体 (21，485件)の 4.4%となっている。

ケアマネジャー全体 (805人)の 52.3% (421人)が在宅での生活が困難なケースがあるとしており 、

「ないJが 39.9%(321人)となっている。また困難件数は、r1 '"'-' 5件j が 90.5%を占めており、一

人当りの件数は 2.3件となっている。
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(11)在宅での生活が困難なケースの内容

【間 15でr1. Jと答えた方にうかがいます】

第6章介護支援専門員調査

間 15-1 具体的にはどのようなケースですか。該当するものの番号をOで囲み、まだケースの

件叡ち記入してください。 (0はいくつでも〉

【在宅での生活が困難なケースの内容】

日中、介設する家族などがいないなど、

家族の介護が不十分である

家族に介護疲れが生じている

認知症があり俳佃などの

問題行動がある

家族の介護放棄・虐待など

家庭環境に問題がある

施設入所してさらにリハビリを

受ける必要がある

その他

無回答

O首 20% 40% 60% 80% 
ーーーーー司、

58.7 

全体(n=421) 

在宅での生活が困難なケースの内容をみると、「日中、介護する家族などがいないなど、家族の介護

が不十分で、あるJが 58.7%を占め、次いで、 f家族に介護疲れが生じているj が 43.0%と、介護家族に

かかわる問題が高い割合を占めている。
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平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

(12)処遇困難な事例の発生状況

間 16 処遇困難な事例はありますか。あればその件数ち記入してください。(0は1つ〉

【処遇困難な事例の発生状況】

巳 ・ある 固ない ロ無回答

全体
(N=805) 

0% 20% 40也 60% 80覧 100覧

• 【処遇困難件数】

.1-5件 図 6-10件 回 11-15件

11 16-20i'牛 国 21件以よ ロ無回答

全体

(n=339) 画ヨ 一E日nnnnn
0% 20% 40也 60拡 80拡 100覧

処遇困難な事例は636件で全体 (21，485件)の 3.0%となっている。

ケアマネジャー全体 (805人)の 42.1%(339人)が処遇困難な事例があったと しており、処遇困難

件数は rl""'5件Jが 90.3%で、一人当りの件数は 2.0件となっている。
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第6章介護支援専門員調査

(13)処遇困難な事例の内容

【間 16でr1. Jと答えた方にうかがいます】

間 16-1 その事例はどのような事例ですか。該当するものの番号をOで囲み、まだ事例の件数

ち記入してください。 (0はいくつでも〉

【処遇困難な事例の内容】

利用者がサービスそのものを拒否する

家族の協力が得られない

家族がサービスそのものを拒否する

利用者・家族とサービス提供事業者とのトラブル

疾病に関すること

(精神疾患、結核・肺炎などの感黛症など)

極度に不衛生な生活習慣・住環境である

サービス利用料を払わないなどの経済的な問題

サービス提供事業者に対するセクシャルハラスメン卜

近隣とのトラブルがある

(ネットワーク的解決を要するもの)

サービス提供事業者の不足

その他

無回答

O時 20% 40覧 60拡

ーーーー--，

50.4 

全体(n=339)

処遇困難な事例の具体的な内容では、問IJ用者がサービスそのものを拒否するJが50.4%で最も多く、

次いで 「家族の協力が得られないJが36.6%となっている。
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平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

(14)計画作成上利用しにくいサービス

【以下の鶴岡(間 17-間30は平成 24年4月以降の状況についてお答えください】

間 17 ケアマネジャーとして居宅サービス計画を作成するに当だり、全体的に利用しにくいサー

ピス・~すしも必要ではないが計画に組み込んでいるサービス〈過剰サービスト不足して

いると思うサービスについて、該当するちのにOをつけてください。

また、その理由について下記の選択肢から選び、該当するサービス欄に番号を記入してく

ださい。 (0はいくつでち〉

【利用しにくいサービスとその理由】

事 サ すサ 望サ そ
業 ぎ l と l の
所 ビ るビ そビ 他

理 由 の ス ス ぐス
質 手IJ 京J わ内

回 カ2 用 用 な容
答 怒 料 の し、 is
数 し、 カ3 基 手IJ

サービスの種類 高 準 用
し、 カ2 者

厳 の
し 希

(介護予防)訪問介護 146 30 4 57 43 12 
(介護予防)訪問入浴介護 50 41 。 4 4 
(介護予防)訪問看護 92 6 69 5 6 6 
(介護予防)訪問リハビリァーション 87 1 25 43 7 11 
(介護予防)通所介護 38 14 6 。 16 2 
(介護予防)通所リハビリァ ション 62 11 15 8 18 10 
(介護予防)福祉用具貸与 27 11 1 9 2 4 
(介護予防)居宅療養管理指導 35 3 9 1 11 11 
(介護予防)短期入所生活介護 61 7 9 7 16 22 
(介護予防)短期入所療養介護 40 3 7 12 5 13 
(介護予防)福祉則具購入 8 2 2 1 2 

住宅改修 17 6 2 2 5 2 
(介護予防)小規模多機能型居宅介護 51 7 6 1 21 16 

定期巡回 ・随時対応型訪問介護看護 43 2 12 6 9 14 
夜間対応型訪問介護 34 l 16 4 8 υ F 

(介護予防)認知症対応型通所介護 30 2 19 3 2 4 
その他の居宅サービス 2 1 。 1 。 。

ぷ口:>. 計 823 108 243 160 175 1371 

居宅サービス計画を作成するに当たり利用しにくいサービスは、r(介護予防)訪問介護Jが 146件で

最も多く 、次いで r(介護予防)訪問看護j が92件、 r(介護予防)訪問リハビリテーションJが87件、

(介護予防)通所リハビリテーションJが62件となっている。

利用しにくい理由は、(介護予防)訪問介護では、「サーピス利用の基準が厳しすぎ、るJが57件、「サ

ービス内容が利用者の希望とそぐわないJが43件、 「事業所の質が悪いJが30件となっており 、(介護

予防)訪問看護では、「サービス利用料が高いJが69件、(介護予防)訪問リハビリテーションでは、 『サ

ービス利用の基準が厳しすぎるJが43件、「サービス利用料が高いJが25件となっている。
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第6章介護支援専門員調査

(15)計画作成上過剰なサービス

問 17 ケアマネジャーとして居宅サービス計画を作成するに当たり、全体的に利用しにくいサー

ピス・!dすしち必要ではないが計画に組み込んでいるサービス〈過剰サービスト不足して

いると思うサービスについて、該当するちのにOをつけてください。

また、その理由について下記の選択肢から選び、該当するサービス欄に番号を記入してく

ださい。 (0はいくつでち〉

【過剰なサービスとその理由】

， ， 

か用必 か族必 業必 j円周必 そ
つ者ず つがず 所ず をすず の
たが し た希し やし 勧るし 他

理由 希も 望も 闘も めとも

回
望必 し必 係必、 た安必
し要 重要 事要 心要

答 、で 調で 業で だで
数 調は 整は 所は とは

サービスの種類 整な がな のな 考な
がし、 難い 意い えい
葉監が しカt 向が 、治宝

し利 家 で事 手IJ利

(介護予防)訪問介護 115 77 21 5 8 4 
〔企塾予防)訪問入浴介護 1 。 l 。 。 。
(介護予防)訪問看護 22 7 8 4 2 
(介護予防)訪問リハビリァーション 16 8 2 2 。 4 
(介護予防)通所介護 33 10 10 7 3 3 
(介護予防)通所リハビリァーション 14 3 3 3 3 2 
(介護予防)福祉用具貸与 40 15 11 2 9 3 
(介護予防)居宅療養管理指導 49 6 18 2 22 
(介護予防)短期入所生活介護 11 2 6 2 。
(介護予防)短期入所療養介護 。 。 。 。 1 
(介護予防)福紐用具購入 11 4 4 。 2 

住宅改修 19 6 6 。 4 3 
(介護予防)小規模多機能型居宅介護 。 。 。 。

定期巡回 ・随時対応型訪問介護看護 。 。 。 。 。 。
夜間対応型訪問介護 l 。 。 。 。
(介護予防)認知症対応型通所介護 。 。 。 。

その他の居宅サービス 。 。 。 。 1 
メロ3、 計 336 139 74 42 34 47 

居宅サービス計画を作成するに当たり、全体的に必ずしも必要ではないが計画に組み込んでいるサー

ビスは、 r(介護予防)訪問介護Jが 115件と最も多く、その主な理由は「必ずしも必要ではないが利用

者が希望し、調整が難しかったJが77件、「必ずしも必要ではないが家族が希望し、調整が難しかったj

が21件となっている。
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平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

(16)計画作成上不足しているサービス

問 17 ケアマネジャーとして居宅サービス計画を作成するに当たり、 全体的に利用しにくいサー

ピス・!dすしち必要ではないが計画に組み込んでいるサービス 〈過剰サービスト 不足して

いると思うサービスについて、該当するちのにOをつけてください。

また、 その理由について下記の選択肢から選び、 該当するサービス欄に番号を記入してく

ださい。(0はいくつでち〉

【不足しているサービスとその理由】

(件数)
か事必 聞事 な利 か家 なサ利 そ
つ業要 に業 か用 つ族 い l用 の
た所な 提所 つ者 たが ピ者 他

理由 がサ 供は たが サ ス ・
平IJI であ サ 利家

回 用ビ きつ ビ 期族
答 者ス なた ビ ス 料が
数 のを iJ'z当主 ス を をこ

サービスの種類 近提
つ 、

を 希 負れ
く供 た希 希 望 担以
にす 望 望 し で上
なる 時 し な きの

(介護予防)訪問介護 109 6 33 43 4 16 7 
(介護予防)訪問入浴介護 23 2 6 8 3 4 。
(介護予防)訪問看護 64 4 16 16 4 20 4 
(介護予防)訪問リハビリァーション 54 23 10 15 3 l 2 
(介護予防)通所介護 80 6 6 40 6 19 3 
(介護予防)通所リハビリテーション 69 26 13 21 2 4 3 
(介護予防)福祉用具貸与 14 1 1 9 1 
(介護予防)居宅療養管理指導 15 8 l 4 。 l 
(介護予防)短期入所生活介護 107 30 43 8 3 5 18 
(介護予防)短期入所療養介護 43 24 8 3 1 6 
(介護予防)福祉用具購入 9 。 。 4 1 2 2 

住宅改修 12 。 。 3 3 2 4 
(介護予防)小規模多機能型居宅介護 19 12 。 1 l 4 

定期巡回 ・随時対応型訪問介護看護 38 22 2 3 l 4 6 
夜間対応型訪問介護 21 9 1 。 2 5 4 
(介護予防)認知症対応型通所介護 17 12 l 2 。 2 。

その他の居宅サービス 4 1 l 。 。 。 2 
ぷE〉3、 計 698 186 142 L一一180 35 88 67 

居宅サービス計画を作成するに当たり 、不足していると思うサービスは r(介護予防)訪問介護j が

109件、 r(介護予防)短期入所生活介護Jが 107件、r(介護予防)通所介護Jが80件、r(介護予防)通

所リハビリテーションJが69件で上位にあげられている。

不足している理由は、(介護予防)訪問介護では「利用者がサービスを希望しなかったJが43件、(介

護予防)短期入所生活介護では「事業所はあったが、希望時間に提供できなかったJが43件、(介護予

防)通所介護では「利用者がサービスを希望しなかったJが40件、(介護予防)通所リハビリテーショ

ンでは、「必要なサービスを提供する事業所が利用者の近くになかったJが26件で最も多くなっている。
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第6章介護支援専門員調査

(17)情報収集や連絡・調整方法

問 18 サービス提供事業所に閲する情報収集や連絡・調整はどのようにしていますか。

(0はいくつでち〉

問 19 居宅サービス計画の作成に当たり、医療機関等からの情報収集などはどのようにしていま

すか。 (0はいくつでも)

【情報収集や連絡・調整方法】

O略 20略 40覧 60弘 80拡 100覧

特に行っていない

83.2 サービス提供事業所のパンフレット等の収集

電話・面設等で直接、事業所に問い合わせ

サービス提供事業所のホームページの閲覧

区の居宅介護支援専門員の連絡会等に参加

地域単位の事業者情報誌等を閲覧

市のホームページを関覧

介鍾サービス情報公表システムを関覧

事業者協議会に参加

その他

無回答

全体(N=805)

サービス提供事業所に関する情報収集や連絡・調整方法は、「サービ、ス提供事業所のパンフレット等

の収集Jが 83.2%、「電話・面談等で直接、事業所に問い合わせJが 74.9%、「サービス提供事業者の

ホームページの閲覧Jが 51.7%で高い割合となっている。

【医療機関等からの情報収集の方法】

0覧 20覧 40覧 60覧 80略 100覧

その他

ーーーーーー、

主治医意見書を区役所から入手 91.3 

主治医へ電話・面銭等で直接問い合わせ

主治医違絡表等を利用して問い合わせ

特に行っていない

無回答
全体(N=805)

医療機関等からの情報収集の方法は、「主治医意見書を区役所から入手Jが 91.3%で最も多く、次い

で 「主治医へ電話 ・面談等で、直接問い合わせJが 66.2%となっている。
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平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

(18)計画作成上の相談相手・相談内容

問20 居宅サービス計画を作成する上で、分からないことや困つだことがあったとき、誰に相談

していますか。 (0はいくつでち〉

間21 どのようなことを相談していますか。 (0はいくつでち〉

【相談相手】

。覧 20覧 40% 60唱 80略 100覧

同一法人のケアマネジャー

いきいきセンターふくおか(地域包活支援センター)

区役所

他法人のケアマネジャー

福岡市保健福祉馬

区の居宅介護支媛専門員の連絡会等

国民健康保険団体連合会

福岡県保健福祉部

その他

相談できる相手がいない

無回答

78.1 

全体(N=805)

居宅サービス計画を作成する上で、分からないことや困ったことがあったときの相談相手では、「同

一法人のケアマネジャーJが78.1%で最も多く、次いで 『いきいきセンターふくおか(地域包括支援セ

ンター)Jが50.2%となっている。
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多方面の問題を抱えている

事例への対応に関すること

サービスの適否判断

介護保険外のサービス利用に関すること

利用者・家族問の意見調整に関すること

介後報酬請求事務に関すること

{サービスの適否判断)以外の

ケアマネジャー業務に関すること

その他

特に相談するζとはない

無回答

【相談内容】

0% 20% 40" 60% 80覧

64.1 

全体(N=805)

相談の内容では、 「多方面の問題を抱えている事例への対応に関することJが 64.1%、「サービスの適

否判断Jが 59.4%となっている。
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(19)計画作成の際に重視する点

問22 居宅サービス計画を作成する際に、何を重視してサービスを組み立てていますか。下記か

らよ位3つを選択し、番号を記入してください。

【計画作成の際に重視する点】

|【1位1| |【拍】 | |【制 |

0覧 40% 80% O覧 40弛 80% 。覧 40覧 80覧

本人の希望 69.6 家族の希望 37.4 自立支媛の視点協弱点 1

課題分析の結果 課題分析の結果 課題分析の結果防~25.6

自立支援の視点 本人の希望 家族の希望隊勿揚24.3

家族の希望 1.6 自立支援の視点 主治医の意見

主治医の意見 0.4 主治医の意見 2.4 本人の希望

事業所の意向 0.0 事業所の意向 0.1 事業所の意向

その他 。。 その他 0.0 その他

無回答 4.5 無回答 4.7 無回答

全体(N=805) 全体(N=805) c- 全体(N=805)

居宅サービス計画を作成する際に重視する点を第3位まであげてもらったところ、第 1位で最も回答

が多かった項目は f本人の希望Jで69.6%と、全体の約 7割となっている。第2位は「家族の希望Jで

37.4%、第3位は「自立支援の視点Jで26.1%となっている。
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(20)事業所紹介の際に重視する点

問 23 あなたは利用者に対して、どんな基準を重視してサービス事業所を紹介していますか。

(0は2つまで〉

【事業所紹介の際に重視する点】

利用者・家族が望むサービス肉容・

プログラムであるかどうか

介護支嬢尊門員の呂から見て、

サービスの貨が高い事業所かどうか

利用者・家族が知っている又は

希望する事業所であるかどうか

利用者の自宅から近いかどうか

自分が勤務している居宅介畿支援

事業所の併設事業所かどうか

介護サービス評価センターの

認置を受けているかどうか

その他

無回答

0% 20覧 40昆 60時 80% 100覧

88.7 

全体(N=805)

サービス事業所を紹介する際に重視する点では、 f利用者 ・家族が望むサービス内容・プログラムで

あるかどうかJが88.7%で最も多く、次いで「介護支援専門員の目から見て、サービスの質が高い事業

所かどうかJが55.7%となっている。
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3. 他機関との連携について

(1 )主治医との連絡・報告の状況

間24 主治医との連絡・報告を行っていますか。 (0はいくつでも〉

【主治医との連絡・報告の状況】

利用者の病気など緊急時に行っている

居宅サービス計画の新規作成及び変更時に行っている

定期的に行っている

行っていないことが多い

無回答

0拡 20弧 40覧 60% 80覧

ーーーーー、

67.8 

全体(N=805)

主治医との連絡 ・報告の状況は、 「利用者の病気など、緊急時に行っているJが67.8%、「居宅サービス

計画の新規作成及び変更時に行っているJが50.2%、f定期的に行っているj が7.6%で、「行っていな

いことが多いJは 12.5%で、あった。

(2)主治医に連絡・報告を行っていない理由

【間 24でr4. jと答えた方にうかがいます】

間24-1 主治医に連絡・報告を行っていない理由は何ですか。 (0はいくつでも〉

【主治医に連絡・報告を行っていない理由】

0覧 20覧 40覧 60覧

医師とコミュニケーンョンを図ることに自信が持てない隠語~務窃易易~援物 53.5

主治医に時間をとってもらえない協努援物窃級協貌23.8

耐る時聞がない隆盛10.9

その他陸揚窃務窃~務務穆揚揚毎週 31.7

必要がない隊勿観 6.9

無回答閲 2.0
全体(n=101)

主治医に連絡・報告を行っていないと回答した人 (101人)に理由をたずねたところ、「医師とコミュ

ニケーションを図ることに自信が持てないJが53.5%で最も多く、次いで、「主治医に時間をとってもら

えないJが23.8%、「連絡する時間がなし、Jが 10.9%となっており、「必要がなし、Jは6.9%で、あった。
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(3)日頃、連絡を取っている人

問 25 主治医・サービス事業所以外に利用者に閲して白頃、連絡を取っている人はいますか。

(0はいくつでち〉

【日頃、連絡を取っている人】

医療機関のMSW

いきいきセンターふくおか(地織包指支援センター)

訪問看護を行っている看護師

医療機関の退院翻整看護師

民生委員・児童委員

訪問歯科医師・歯科衛生士

訪問薬剤師

社会福祉協議会

自治協議会など地域コミュニティ

校区の保健師

その他

いない

無回答

。覧 20拡 40覧 60弘 80覧

ーーーーー、

58.3 

全体(N=805)

主治医・サービス事業所以外で、利用者に関して日頃連絡を取っている人は、「医療機関のMSWJ

が58.3%、次いで「いきいきセンターふくおか(地域包括支援センター)Jが51.2%で、いずれも過半

数を占めている。
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(4) いきいきセンターふくおか・区役所等と連携する場合

問26 いきいきセンターふくおか(地鼠包括支援センター〉・区役所等と連携するときはどのよう

な揚合ですか。 (0はいくつでも〉

【いきいきセンターふくおか・区役所等と連携する場合】

0覧 20覧 40覧 60覧 80首 100覧

多方面の問題を抱えている事例への対応陵窃弱~器移器級協 73.9

介護保険以外のサービスや制度の利用協~30.7

苦情相談への対応隊滋務WAl22.4

その他聞6.0

特に連携していない闘4.5

無回答lr?a:I8.3 
全体(N=805)

いきいきセンターふくおか(地域包括支援センター)や区役所等と連携する場合では、 f多方面の問

題を抱えている事例への対応Jが73.9%で最も多く、次いで、「介護保険以外のサービスや制度の利用j

が 30.7%、「苦情相談への対応Jが 22.4%となっており、 f特に連携していなしリは4.5%で、あった。
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4.処遇困難事例などへの対応について

(1 )処遇困難事例への対応

第6章介護支援専門員調査

間27 あなだは処遇困難事例について主にどのように対応してきましだか。 (0はいくつでち〉

【処遇困難事例への対応】

事業所内の上司や同僚に

相談した(している)

いきいきセンターふくおかに相談

した(している)

行政機関(県庁・市役所・区役所等)に

相談した(している)

他の事業所のケアマネジャーに

相談した(している)

区の居宅介護支援専門員の連絡会等で

相談した(している)

訟にも相談せず、自分で

対応した(している)

その他

無回答

0覧 20弘 40覧 60覧 80% 100也

79.0 

全体(N=805)

処遇困難事例への対応では、「事業所内の上司や同僚に相談した(している)Jが 79.0%で最も多く、

次いで九、きいきセンターふくおかに相談した(している)Jが63.6%、「行政機関(県庁・市役所・区

役所等)に相談した(している)Jが 33.3%で続いている。
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(2)高齢者虐待事例の状況

間29 高齢者虐待と思われる事例はありますか。あればその件数ち記入してください。(0は1つ〉

全体
(N=805) 

全体
(n=189) 

【高齢者虐待事例の状況】

巳・ある 固ない

。% 20% 40弛 60% 

【高齢者虐待と思われる事例件数】

.1件 122件 ロ3i'牛 184件 ロ5i'牛

。% 20% 40弛 60拡

高齢者虐待事例は 254件で、全体 (21，485件)の 1.2%となっている。

ロ無回答

80覧 100% 

悶 6件 ロ無回答

80覧

高齢者虐待と思われる事例が 「あるJと回答した人は全体の 23.5%(189人)、「ないJは70.7%(569 

人)となっている。また高齢者虐待と思われる事例件数は、r1件Jが72.5%となっている。
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(3)高齢者虐待の事例と対応

【間 29でr1. Jと答えた方にうかがいます】

間29-1 その事例はどのような事例ですか。該当するものの番号をOで囲み、まだ事例の件数

ち記入してください。 (0はいくつでも〉

間29-2 あなだは高齢者虐待事例について主にどのように対応してきましたか。

(0はいくつでも〉

【高齢者虐待事例】

O覧 20覧 40首

身体的虐待協務協級協務務務協働物42.3

介護・世話の放棄・放任跨磁器級協援物級協磁器物働42.3

経済的虐待協級協働物務調31.7

心理的虐待跨援物2磁器援物~~28.6

性的虐待 問.0

無回答閲 2.6

60% 

全体(n=189)

高齢者虐待と思われる事例は、 f身体的虐待J、f介護・世話の放棄・放任Jが、いずれも 42.3%、「経

済的虐待Jが31.7%、「心理的虐待Jが28.6%となっている。

【高齢者虐待事例への対応】

いきいきセンターふくおかに相談

した(している)

市(区)の高齢者虐待対応窓口に

相談した(している)

市(区)の高齢者虐待対応窓口に

通報した(している)

市(区)などには相談せず自分たちで

対応した(している)

市(区)の禽齢者虐待対応窓口に

届出を支媛した(している)

その他

無回答

0覧 20也 40拡 60覧 80也 100拡

77.2 

全体(n=189)

高齢者虐待事例への対応は、「いきいきセンターふくおかに相談した(している)Jが77.2%で最も多

くなっている。

-265-



平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

5. 資質向上の取り組みについて

(1 )業務のレベルアップのために行っている取り組み

問30 自分のケアマネジャー業務のレベルアップのために、どのような取り組みを行っています

か。 (0はいくつでち〉

【業務のレベルアップのために行っている取り組み】

0% 20略 40唱 60% 80% 100唱

外部の研修に参加している協務後務後微弱務務湯川

法人肉の研修に釧している協働後後物務物64.2

盟関rrJ物協働58.8

いき時センターふくおかと連携を図って吋物後物36.8

自主的な勉強会を行っている脇~29.8

事業者協議会に参加している脇勿物20.6

その他閥4.8

無回答閲3.4

全体(N=805)

ケアマネジャー業務のレベルアップのために行っている取り組みでは、「外部の研修に参加しているJ

が 74.2%、「法人内の研修に参加しているJが 64.2%、「区の居宅介護支援専門員の連絡会等に参加し

ているJが 58.8%と、高い割合を占めている。
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(2)今後行ってみたい取り組み

問30-1 問30の取り組みのうち、現在行っていないが今後行ってみたいと思っている取り組

みはありますか。 (0はいくつでも〉

【今後行ってみたい取り組み】

外部の研修に参加

自主的な勉強会

事業者協議会に参加

いきいきセンターふくおか

(地織包括支援センター)との速携

区の居宅介護支媛専門員の

連絡会等に参加

法人肉の研修に参加

その他

無回答

0% 20弛 40% 60弛

42.7 

全体(N=805)

現在行っていないが今後行ってみたいと思っている取り組みでは、「外部の研修に参加Jが 23.0%で

最も多く、次いで「自主的な勉強会Jが20.1%となっている。
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6.介護認定調査・介護予防支援業務について

(1 )介護予防マネジメン トの効果の有無・その理由

問32 予防給付サービスの提供に際レ、介護予防マネジメントが利用者の状態の改善や生活機能

の向上に効果的であったと思いますか。 (0は1つ〉

【間 32でr1. Jと答えた方にうかがいます】

間32-1 その理由は何ですか。 (0はいくつでも〉

【問 32でr2.Jと答えた方にうかがいます】

間32-2 その理由は何ですか。 (0はいくつでも〉

【介護予防マネジメントの効果の有無】

L・効果があった gj効果が叫なかった ロ無回答コ

全体
(N=805) 

。% 20% 40弛

30.3 

60拡 80覧 100% 

介護予防マネジメントの効果については、「効果があったJが 54.7%、「効果が得られなかったj は

15.0%となっている。

【効果があった理由】 【効果がなかった理由】

0% 20略 40% 60覧 80% 0% 20弛 40覧 60弛 80覧

要介iI度が改善または維持した

自立支援により意欲的に

日常生活を送れるようになった

目標達成により

生活の貨が向上した

自分の生きがいを見つけ

取り組めるようになった

その他

無回答 10.0

57.0 

56.1 

本人の状態が悪化した修務務揚物42.1

要介融が重度l二移行した物後物41.3

自標指向型のケアプランを 協~.^^
作成したが実行できず中断した降盗辺倒・ y.u

介護予防サービスの協額一 『
貨が悪かった 降姐…，

その他協勿観21.5

無回答目2.5

全体(n=440) 全体(n=121)

効果があった理由は、「要介護度が改善または維持したJが 57.0%、「自立支援により意欲的に日常生

活を送れるようになったJが 56.1%で高い割合を占めており、効果がなかった理由では「本人の状態が

悪化したJが 42.1%、「要介護度が重度に移行したJが 41.3%となっている。
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7. 行政の役割について

( 1 )行政に期待する役割

間33 今後、行政に期待する役割は何ですか。(0はいくつでも〉

【行政に期待する役割】

第6章介護支援専門員調査

今後、行政に期待する役割は、『キ目談機能の充実Jが 49.4%で最も多く、次いで、 「情報提供の充実J

が 49.1%、「サービ、ス基盤の整備Jが 37.4%、「研修機能の充実Jと25.3%となっている。
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(2)不足しているサービス基盤

【間 33でr3.Jと答えた方にうかがいます】

間33-1 特にどのサービス基盤を整備する必要がある(需要に対して不足している〉と思いま

すか。 (0はいくつでも〉

【不足しているサービス基盤】

(介護予防)短期入所生活介護

介護老人箔祉施設

(介護予防)訪問介護

(介護予防)短期入所療養介護

介護老人保健施設

定期巡回・随時対応裂訪問介護看護

夜間対応型訪問介護

介護療養裂医療施設

(介護予防)小規模多機能型居宅介議

(介護予防)訪問リハビリテーション

(介護予防)通所リハビリテーション

(介護予防)訪問看護

(介護予防)認知症対応型共同生活介護

特定絡設入居者生活介護

(介護予防)認知症対応型遜所介護

(介護予防)通所介議

(介護予防)居宅療養管理指導

権合型サービス

住宅改修

{介護予防)福祉用具貸与

(介議予防)福祉用具購入

(介護予防)訪問入浴介護

無回答

0覧 20% 

22.3 

19.9 

19.3 

18.6 

16.9 

40也 60% 

43.5 

34.9 

全体(n=301) 

行政に期待する役割で「サービス基盤の整備Jと回答した人 (301人)に、特にどのサービスが需要

に対して不足しているかをたずねたところ、 r(介護予防)短期入所生活介護j の43.5%が最も多く、次

いで 「介護老人福祉施設Jの34.9%、r(介護予防)訪問介護Jの22.3%が続いている。
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